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地域高齢者の生活体力とその関連要因

荒尾 孝 種田 行男 永松 俊哉

　総合的な身体的自立能力である生活体力の維持増進に関連する要因を明らかにするために，日常生活が自

立している地域在宅の一般高齢者737人を対象として横断的な検討を行った。調査項目は生活体力（起居，

歩行，手腕作業，身辺作業の各動作能力），既往歴および現症の有無，肥満度，生活状況（年齢，配偶者の

有無，同居家族数），生活行動（社会・文化的行動，家事的行動，規則的生活行動）である。総合的な生活

体力とこれらの項目との関連について，男女別に検討を行った結果，以下のことが明らかとなった。

　1)　生活状況の項目では，男女ともに年齢が最も大きな生活体力の低下要因であり，男性ではさらに配偶

者のない者で生活体力が低いことを認めた。

　2)　健康状態については，男性では循環器系疾患と運動器系疾患の既往歴や現症を有する者で，女性では

運動器系疾患の既往歴や現症を有する者と肥満度の高い者でそれぞれ生活体力が低いことを認めた。

　3)　生活行動においては，男性では「運動やスポーツ」をよくする者ほど，女性では「昼寝やうたた寝」

をしないで，「運動・スポーツ」や「外出」をよくする者，および「散歩・体操」を時々する者でそれぞれ

生活体力が高いことを認めた。

　以上の結果より，地域在住の自立した高齢者の生活体力は，男性では配偶者の有無，循環器系や運動器系

の疾患の有無，運動・スポーツの習慣の有無と，女性では運動器系疾患および肥満の有無，昼寝・うたた

寝，運動・スポーツ，散歩・体操，外出などの習慣の有無と関連していることが示唆された。
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